








鑿
を
受
け
、
孤
立
し
て
い
る
が
、

間
違
っ
た
事
に
は
賛
成
で
き
な

い
反
骨
精
神
で
過
ご
し
て
い
る

日
々
、
気
持
ち
が
萎
え
そ
う
な

時
で
あ
っ
た
。
福
岡
道
雄
氏
い

わ
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
「
反
」

と
い
う
文
字
を
頭
に
彫
刻
を
作

っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

会
場
に
入
る
と
「
反
」
の
文
字
が
彫

り
込
ま
れ
た
小
石
（
四
ｍ
か
ら
一
○
四

の
作
品
が
、
私
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
。
今
の
私
の
心
境
に
ぴ
っ
た
り
と
合

い
、
疲
れ
た
気
持
ち
が
一
掃
さ
れ
た
。

勇
気
す
ら
湧
い
て
き
た
。

職
場
で
の
私
は
、
反
対
す
る
度
に
攻

そ
れ
は
反
抗
の
「
反
」
で
あ
り
、

反
対
の
「
反
」
で
あ
り
、
ま
た

反
省
の
「
反
」
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
、

、
，
）
／
｝
■
Ｇ
５
（
〕

「
反
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
小
石
は
、

お
鍋
の
よ
う
な
ア
ル
ミ
の
器
に
盛
ら
れ

て
い
た
り
（
一
九
×
二
○
×
一
三
型
、

小
石
一
個
分
の
載
る
棚
に
置
か
れ
て
い

た
り
、
ま
た
さ
ざ
波
の
上
に
漂
っ
て
い

た
り
（
写
真
・
一
八
五
・
五
×
三
四
×
二

○
・
五
型
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
一

見
石
に
見
え
る
が
、
黒
の
樹
脂
で
で
き

て
い
た
。

現
代
彫
刻
の
有
力
な
作
家
の
ひ
と
り

福
岡
道
雄
の
個
展
は
、
京
都
で
は
十
年

ぶ
り
に
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
画
廊

で
四
月
一
日
か
ら
一
三
日
ま
で
行
な
わ

れ
た
。
オ
ブ
ジ
ェ
小
品
一
○
点
と
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
ニ
点
が
、
展
示
さ
れ
て
い
た
。

さ
ざ
波
の
水
面
に
浮
か
ぶ
小
舟
で
寝
転

ん
で
い
る
人
（
四
九
×
五
九
×
一
六
四
、

釣
竿
を
横
に
置
い
て
さ
ざ
波
を
見
つ
め

る
男
の
人
（
二
○
・
五
×
一
八
×
一
八
四
、 ｢反」 4×20.5cm樹脂18.5

さ
ざ
波
の
風
景
か
ら
一
部
を
切
り
取
っ

た
水
面
だ
け
の
も
の
（
二
×
三
七
×

三
三
四
な
ど
風
景
彫
刻
と
、
小
石
に

反
、
愛
、
息
、
色
、
核
、
風
、
気
、
希
、

極
、
空
、
芸
、
自
、
恩
、
小
、
死
、
生
、

戦
、
水
、
土
、
問
、
独
、
花
、
原
、
否
、

不
、
無
、
虫
、
森
、
山
の
文
字
が
一
個

に
一
字
刻
ま
れ
て
い
た
、
一
個
が
一
つ

の
棚
に
置
か
れ
て
お
り
、
数
個
が
テ
ー

ブ
ル
に
転
が
っ
て
い
た
。
材
質
は
す
べ

て
黒
の
樹
脂
で
あ
る
。

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
、
共
に
二
二
・
二
×

八
二
ｍ
の
額
入
り
で
、
九
頭
龍
湖
、
尺

八
池
が
ナ
イ
ー
ブ
で
シ
ン
プ
ル
な
線
の

み
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
緊
張
し
た
線

は
や
わ
ら
か
く
、
さ
わ
や
か
な
自
然
の

風
が
感
じ
ら
れ
た
。

日
常
の
何
気
な
い
一
コ
マ
を
切
り
取

っ
た
作
品
は
、
現
代
社
会
の
ス
ト
レ
ス

の
多
く
た
ま
る
日
常
か
ら
抜
け
出
し
た

風
景
を
眺
め
さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

忘
れ
か
け
て
い
る
心
の
ゆ
と
り
を
、
反

の
精
神
を
持
っ
て
取
り
戻
さ
せ
て
く
れ

る
作
品
で
あ
っ
た
。
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“

今
春
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
お

か
い
の
し
よ
う
た
だ
お
と

い
て
「
甲
斐
庄
楠
音
展
」
が
開
催
さ
れ

て
い
た
。

こ
の
展
覧
会
に
は
、
〈
い
き
づ
く
情

念
》
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
冠
さ
れ
て
あ

り
、
私
は
こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
い
さ
さ
か

魅
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

一
見
し
て
彼
の
描
く
美
人
画
に
は
、

中
性
的
な
艶
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
中

性
的
と
い
う
一
種
の
暖
昧
さ
が
、
か
え

っ
て
人
間
の
奥
底
に
流
れ
る
《
情
念
》

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
し
て
、
楠
音
が
近
代
日
本
画

の
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
も
な

お
、
伝
統
的
な
日
本
画
の
〈
臭
い
》
を

十
分
に
感
じ
取
れ
る
の
で
あ
る
。

ｌ
甲
斐
庄
楠
音
雑
感
ｌ藤
波
武

上
側
刊
鼎
つ
り
、

も
っ
と
も
、
彼
も
当
時
の
潮
流
に
反

映
し
た
、
近
代
的
な
日
本
画
の
描
法
を

確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

楠
音
自
身
、
学
生
時
代
か
ら
三
○
歳
頃

に
至
る
ま
で
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
虜
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
西
洋
美
術
に

対
す
る
造
詣
は
相
当
な
も
の
だ
っ
た
事

は
想
像
に
難
く
な
い
。

楠
音
は
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
、

上
京
区
竹
屋
町
新
椹
木
町
西
入
ル
（
現

中
京
区
）
に
生
ま
れ
た
。

楠
音
の
父
正
秀
は
御
陵
衛
士
職
に
あ

っ
た
。
先
代
正
博
に
は
実
子
が
な
か
っ

た
た
め
、
西
本
願
寺
大
谷
家
の
坊
官
下

問
家
か
ら
迎
え
ら
れ
た
養
子
で
あ
っ
た

と
い
う
。

ま
た
、
母
か
つ
は
御
所
士
田
中
則
久

の
三
女
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
御
所
風

の
伝
統
文
化
と
風
習
を
身
に
つ
け
た
女

性
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
母
は
、
幼
少
の

楠
音
に
御
所
を
取
り
巻
く
環
境
の
移
り

変
わ
り
を
、
折
に
触
れ
話
し
て
聞
か
せ

た
。
楠
音
も
、
家
に
伝
わ
る
皇
族
や
御

所
に
関
す
る
品
々
に
愛
着
を
持
っ
た
。

あ
る
い
は
、
父
の
好
み
も
あ
っ
て
、
五

歳
頃
ま
で
女
の
子
の
着
物
も
着
せ
ら
れ

た
り
し
て
い
た
と
い
う
。

◆

か
ね
て
よ
り
私
は
、
近
代
以
降
の
日

本
画
に
対
し
て
、
あ
ま
り
好
意
的
な
印

象
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

い
た
ず
ら
に
西
洋
画
の
影
響
が
過
大
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
公

募
展
等
で
よ
く
目
に
す
る
無
思
想
な
現

代
日
本
画
群
に
至
っ
て
は
、
残
念
な
が

ら
見
る
に
堪
え
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ

る
。
そ
れ
ら
か
ら
見
れ
ば
、
過
去
に
捕

か
れ
た
楠
音
の
日
本
画
は
、
そ
の
根
底

に
は
暖
昧
さ
ゆ
え
の
、
本
来
の
日
本
画

の
伝
統
（
東
洋
の
リ
ア
リ
ズ
ム
、
一
種

の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）
が
息
づ
い
て
い
る

よ
う
に
さ
え
見
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
㈲
楠
音
の
作
品
に
は
彼
が
生

ま
れ
育
っ
た
環
境
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、

あ
る
意
味
に
お
い
て
の
、
京
都
の
精
神

文
化
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
の
だ
。

ｌ
参
考
文
献
『
甲
斐
庄
楠
音
展
』
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京都で－たファイル

●
京
都
市
庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て
、

整
備
懇
親
会
が
会
合

学
識
者
や
経
済
人
、
市
議
ら
が
話
し
合
う

「
京
都
市
新
市
庁
整
備
懇
談
会
」
（
座
長
・
内

井
昭
蔵
滋
賀
県
立
大
教
授
）
が
六
月
二
五

日
、
中
京
区
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
会
で

は
、
経
済
界
出
身
の
委
員
か
ら
「
南
部
に
建

設
し
て
、
街
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
す
る
べ

き
だ
」
と
い
う
意
見
が
多
く
出
た
ほ
か
、
市

庁
舎
の
役
割
と
し
て
「
市
民
だ
け
で
な
く
、

日
本
各
地
や
世
界
か
ら
く
る
来
訪
者
を
も

て
な
す
機
能
を
持
た
せ
る
べ
き
だ
」
な
ど

の
意
見
が
多
か
っ
た
。
（
６
．
恥
朝
日
）

●
京
都
市
市
政
改
革
行
動
計
画
策
定
へ

七
月
二
日
、
京
都
市
は
こ
れ
ま
で
の
「
市

政
改
革
大
綱
」
を
発
展
さ
せ
、
行
財
政
改

革
の
第
二
段
階
と
な
る
「
京
都
新
世
紀
に

向
け
た
市
政
行
革
行
動
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
行
政
の
ス
リ
ム
化
、

支
庁
活
性
化
、
市
民
参
加
の
推
進
を
重
点

項
目
に
、
来
年
四
月
を
め
ど
に
計
画
を
ま

と
め
、
九
八
年
か
ら
三
カ
年
で
実
行
し
て

グー■

ｲ丁

政

い
く
。
（
７
．
３
京
都
）

●
京
都
市
清
掃
局
、
超
勤
手
当
二
億

七
千
万
円
。
大
部
分
が
時
間
内
か

京
都
市
が
清
掃
事
務
局
の
ご
み
収
集
作
業

員
に
対
し
、
勤
務
時
間
内
の
作
業
に
も
か

か
わ
ら
ず
超
過
勤
務
手
当
は
、
約
十
万
四

千
時
間
分
だ
っ
た
こ
と
が
、
市
民
団
体

「
京
都
・
市
民
・
オ
ン
ブ
ス
マ
ン
パ
ー
ス
ン

委
員
会
」
が
情
報
公
開
で
入
手
し
た
資
料

で
わ
か
っ
た
。
大
部
分
が
時
間
内
の
作
業

と
み
ら
れ
て
い
る
。
一
月
か
ら
三
月
の
支

給
額
が
多
い
こ
と
か
ら
、
同
委
員
会
で
は

「
予
算
消
化
の
た
め
、
カ
ラ
手
当
を
支
給
し

た
疑
い
が
あ
る
」
と
市
に
調
査
を
申
し
入

れ
た
。
（
７
．
８
朝
日
）

●
京
都
市
の
昨
年
度
の
情
報
非
公
開
は
、

六
一
一
一
○
六
通
中
五
％

京
都
巾
の
情
報
公
州
に
つ
い
て
審
議
す
る

「
市
公
文
書
公
開
制
度
運
営
審
議
会
」
（
会

長
・
田
村
悦
一
立
命
館
大
政
策
科
学
部
教

授
）
が
七
月
九
日
開
か
れ
、
九
六
年
度
は
一

四
四
件
（
九
五
年
度
一
○
三
件
）
、
対
象
公

文
書
六
三
○
六
通
（
同
四
六
七
通
）
の
公

開
請
求
が
あ
り
、
公
開
が
請
求
文
書
数
の

八
一
％
、
部
分
公
開
が
一
山
％
、
非
公
開

が
五
％
だ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
非
公

開
と
し
た
文
書
は
三
二
四
通
で
、
「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
」
「
行
政
運
営
に
支
障
が
あ

る
」
が
主
な
理
由
。
（
７
・
叩
朝
日
）

●
多
難
な
京
の
高
速
道
整
備
。

新
十
条
通
着
工
、
他
の
四
路
線
は

見
通
し
立
た
ず

京
都
市
内
の
高
速
道
路
網
の
第
一
号
と
し

て
、
七
月
一
五
日
、
新
十
条
通
（
京
都
市

道
高
速
道
路
第
一
号
）
の
着
工
が
決
ま
っ

た
。
「
市
南
部
の
開
発
の
た
め
に
も
、
高
速

道
路
網
の
弾
み
に
し
た
い
」
と
市
は
事
業

進
展
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
し

か
し
、
国
の
財
政
赤
字
で
着
工
へ
の
風
当

た
り
は
強
く
、
立
ち
退
き
や
、
然
破
壊
に

反
対
す
る
住
民
も
あ
り
、
前
途
は
多
難
だ
。

（
７
．
肥
京
都
）

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
開
業

駅
施
設
部
分
が
開
業
し
た
、
新
し
い
Ｊ
Ｒ

駅
ビ
ル
は
七
月
一
二
日
、
記
念
式
典
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
行
な
わ
れ
終
日
お
祝
い
ム

社

冬
云
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京都で－たファイル

環境●京都市の河川汚濁、三地点、

国
基
準
値
を
上
回
る

九
六
年
度
の
河
川
、
大
気
、
地
下
水
の
汚

濁
・
汚
染
状
況
を
ま
と
め
た
調
査
に
よ
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
値
で
は
、
河
川
の

水
質
は
、
国
の
環
境
基
準
の
対
象
地
点
の

八
河
川
・
二
四
地
点
で
前
回
よ
り
改
善
し

た
が
、
三
地
点
は
基
準
値
を
上
回
っ
た

（
有
栖
川
・
梅
津
新
橋
、
天
神
川
・
東
海
道

線
下
、
桂
川
・
羽
束
師
橋
）
。
大
気
汚
染
は

ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。
（
７
．
賜
京
都
）

●
指
定
市
で
は
初
の
目
標
設
定
。

⑩
総
排
出
量
を
一
一
○
’
○
年
ま
で
に

一
割
削
減

地
球
温
暖
化
対
策
を
す
す
め
る
た
め
、
七
月

－
ド
に
包
ま
れ
た
。
駅
ビ
ル
は
、
自
治
体
、

経
済
界
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
総
力
を
あ
げ
て

推
進
し
た
事
業
で
、
約
六
○
メ
ー
ト
ル
の

高
層
化
が
景
観
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
。

古
都
の
新
し
い
玄
関
口
は
、
訪
れ
た
人
々

の
思
い
堂
父
錯
さ
せ
な
が
ら
動
き
始
め
た
。

（
７
．
Ｂ
毎
日
）

●
後
絶
た
ぬ
悪
質
訪
問
販
売

苦
情
は
三
二
○
五
件

京
都
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
九
六
年

度
の
消
費
生
活
相
談
の
結
果
を
ま
と
め
た
。

苦
情
は
、
前
年
度
比
一
・
二
％
増
の
三
二

○
五
件
で
、
相
談
件
数
全
体
（
六
五
七
七

件
）
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
。
悪
質

な
訪
問
販
売
や
美
顔
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
の

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
な
ど
が
後
を
絶
た
ず
、

同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
甘
い
言
葉
に
乗
ら
ず
、

い
ら
な
い
時
は
は
っ
き
り
断
わ
る
こ
と
が

肝
心
」
と
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
６
．
Ｅ
京
都
）

一
六
日
京
都
市
は
市
内
の
二
酸
化
炭
素
の

総
排
出
量
を
一
九
九
○
年
レ
ベ
ル
よ
り
一

割
削
減
す
る
と
発
表
し
た
。
試
算
で
は
、

二
．
四
％
削
減
が
限
界
と
し
て
い
る
が
、

国
の
新
た
な
規
制
や
新
技
術
開
発
に
期

待
を
つ
な
い
で
い
る
。
政
令
都
市
で
は
初

め
て
で
、
環
境
庁
も
「
国
に
先
行
し
て
意

欲
的
な
目
標
を
設
定
し
て
い
る
」
と
関
心

を
示
し
て
い
る
。
（
７
．
羽
毎
日
）

調
査

． ､携苓等電言舌･P－H.s糸釜一合〕霞ｲ言才幾号号取扱ﾉ吉

WAUmlWWONEGALLERY
FHsの麺彩の人気を誇る′DDノボケッ人』吾無侭でこ提御‘中！

契糸勺事務手数半卜￥2,700〔禾兇.別） I主､お害*兼負J旦となります-

必､要害昌美頁↓土、 下言己ま－で才さ間し郵合オフーせIござし、｡

一
ゞ

Ｄ
一
峠
興

亜
一
手

町
Ｆ
－
ｌ

Ｎ
〈
華

堀
川
通
〔

Ｎ
《

営業時間AM10DO～PM8：OO

京都市中京区四条遇河原町西入ル南側

1~ELO75(222)2501 FAX075(222)2024

営業時間AM1 1 §OO～PM8:00

水曜日定休日

京都市上京区丸太町通堀｣ |西入ル

TELO75(812)7721 FAX,075(812)7723
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ひ’読 者 ばろの

新
一
号
は
、
今
ま
で
の
本
誌
の
中
で
も

出
色
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
私

が
京
都
の
町
家
に
特
別
の
愛
着
を
も
っ
て

い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
ま
で
東
京
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
時

に
や
る
「
京
都
特
集
」
を
み
て
、
い
つ
も
思

う
こ
と
は
、
た
だ
表
面
を
な
で
る
だ
け
で
、

京
都
人
の
心
の
奥
ま
で
届
い
て
い
な
い
な

あ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
京
の
「
ア
ズ

マ
エ
ビ
ス
」
に
は
京
都
人
は
冷
た
い
と
い

わ
れ
、
逆
に
京
都
人
は
東
京
人
を
「
イ
ナ

カ
モ
ノ
」
と
本
心
で
は
バ
カ
に
し
て
お
り
、

相
互
に
理
解
し
あ
え
な
い
よ
う
で
す
。

私
は
明
治
に
な
り
東
京
に
で
て
き
て
、

下
町
に
住
み
つ
い
た
三
代
目
で
、
京
都
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
京
都
に
住
み
つ
い
て

四
○
年
で
す
が
、
少
し
京
都
人
が
分
か
っ

て
き
た
と
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

京
都
に
住
ん
で
一
○
年
ほ
ど
た
っ
て
か
ら

で
す
。
新
京
極
の
中
ほ
ど
に
「
下
手
な
表
札
屋
」

京
都
人
の
目
で
編
集
を

飯
沼
二
郎
（
京
都
市
）

と
い
う
屋
号
の
表
札
屋
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。
頼
め
ば
達
筆
で
名
前
を
書

い
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
「
下
手
な
表

札
屋
」
と
自
分
で
卑
下
し
て
い
う
の
が
京

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

下
手
だ
と
東
京
人
は
思
う
で
し
ょ
う
が
、

そ
れ
が
そ
も
そ
も
田
舎
者
の
証
拠
で
す
。

そ
の
人
の
い
う
よ
う
に
そ
の
人
を
「
下

手
だ
」
と
思
う
の
は
、
相
手
に
対
す
る
最

大
の
侮
辱
で
す
。
京
都
人
な
ら
「
下
手
な

表
札
屋
」
と
相
手
が
い
っ
た
ら
「
上
手
な
表

札
屋
」
な
の
だ
と
直
ち
に
心
の
中
で
翻
訳

す
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
翻
訳
が
直
ち
に
、
い
わ
ば

本
能
的
に
で
き
な
け
れ
ば
、
京
都
人
と
は

本
当
の
つ
き
あ
い
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
私

の
場
合
そ
の
よ
う
に
「
本
能
的
」
に
心
の
翻

訳
が
で
き
る
ま
で
に
一
○
年
か
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
相
手
の
言
葉
を
そ
の
ま

ま
受
け
つ
つ
、
相
手
が
「
失
礼
な
奴
だ
」
と

か
げ
で
怒
っ
て
い
る
の
に
少
し
も
気
が
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
い
う
京
都
人
の
心
が
、
本
号
で
は

少
し
出
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
東
京
人
に
は
分
か
ら
な
い
京
都

人
の
心
で
「
京
都
特
集
」
を
し
な
け
れ
ば
本

当
の
「
京
都
特
集
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
京
都
人
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
す

か
ら
、
今
後
も
そ
う
い
う
特
集
を
や
っ
て

く
だ
さ
い
。

東
京
人
は
な
ん
で
も
そ
の
ま
ま
う
け
と

る
所
が
東
京
人
の
よ
い
所
で
し
ょ
う
が
、

そ
れ
を
や
ん
わ
り
と
た
し
な
め
て
ほ
し
い

の
で
す
。
今
も
昔
も
東
京
人
は
文
化
程

度
の
低
い
田
舎
者
で
す
。
ち
ょ
う
ど
京
都

人
か
ら
ば
か
に
さ
れ
た
木
曽
義
仲
の
よ
う

に
、
今
の
日
本
は
日
本
中
、
東
京
文
化

万
能
で
す
が
、
そ
れ
と
は
ち
が
う
独
自
な

京
文
化
と
い
う
も
の
を
東
京
人
に
知
ら
す

の
が
本
誌
の
役
割
で
し
ょ
う
。

今
、
話
題
の
「
新
世
紀
工
ヴ
ァ
ン
ゲ

リ
オ
ン
」
と
京
都
の
意
外
な
接
点

ウ
メ
ダ
カ
オ
リ
（
尼
崎
市
）

先
日
、
友
人
に
今
話
題
の
「
新
世
紀
エ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」
を
勧
め
ら
れ
て
半
信

●
●
●
●
●
●
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読 者 ばひ ろの ｆ ｒ

半

疑

に

ビ

デ

オ

を

借

り

て

き

て

見

て

み

た

ら
お
も
し
ろ
く
て
、
全
一
○
巻
の
ビ
デ
オ

を
三
日
ほ
ど
で
全
部
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
残
さ
れ
た
謎
を
解
明
す
る
た
め

に
、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
関
連
の
本
を
二

冊
購
入
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ま
わ
っ
て
、
と
い
う
始
末
で
す
。

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
は
「
癒
し
」
や
「
自

分
探
し
」
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
織
り
込

ま
れ
て
い
る
の
が
ブ
ー
ム
の
理
由
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
確
か
に
登
場

人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
に
細
か
く
性
格
設
定
が

さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
に
近
い
性
格
の

喝

お

ず

表紙：作者のことば

鳥居宏
（1929年生まれ）

蕊
ざ心

；

〈作品〉

アクリル絵具を注射器で布上に放射す‐

る。構想を練って始めるが途中でどん

どん変化する。失敗作もたくさんでき

る｡意気込み過ぎるとかえってよくない〔 キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
つ
い
共
感
し
て
し

ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

こ
の
作
品
が
国
民
的
な
人
気
作
品
に

な
っ
た
ら
「
血
液
型
は
何
型
？
」
「
あ
－
、

Ｂ
型
っ
て
感
じ
す
る
、
す
る
」
と
い
う
居

酒
屋
で
よ
く
聞
か
れ
る
定
番
の
会
話
が

「
エ
ヴ
ァ
で
は
誰
が
好
き
？
」
「
ミ
サ
ト
さ

ん
か
ぁ
、
意
外
と
周
り
に
気
を
使
っ
ち
ゃ

う
タ
イ
プ
な
ん
だ
」
と
い
う
風
に
な
っ
て

お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
な
い
、
な
ど
と
考

え
て
い
ま
す
。

主
人
公
の
碇
シ
ン
ジ
君
の
両
親
は
、
世

紀
末
の
京
都
で
出
会
っ
て
い
る
と
い
う
設

…”P唖…封蕊諸

定
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
こ
に
登
場
す
る
京
都
は
新

世
紀
を
担
う
子
供
を
生
み
出

し
た
「
始
ま
り
と
し
て
の
街
」

な
の
か
、
思
い
出
の
中
の

「
過
去
の
街
」
な
の
か
、
ど
ち

ら
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に

し
て
も
京
都
は
、
新
世
紀
を

ど
の
よ
う
に
向
え
る
の
で
し

ょ
う
か
。

住まし､がむすｦ；
人間関係企業

ｱｰﾙｴｽﾃｨ株式会社
本社〒600京都市下京区堺町通四条下ル

狂075-351-4567(代）

支店大津

営業所山科･左京
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ｼ…二mF印一－一三一言＝

■■’| I 京都TOMORROWパツクナンバーのご案内

13号占領期の京都

戦時・占領下の岡崎動物園／年表占領期の

京都／生家は進駐軍の秘密事務所だった

14号琵琶湖大渇水

病む琵琶湖空からみた大渇水報告／追跡

1994・琵琶湖が洞れた2ケ月

15号京の本屋さん

物語のある座談会／京の本屋さんはいま元

気印／大学の前から本屋が消える

16号その時、京都は1 1

－阪神大震災と京都一

主な支援状況／京都の被災状況／原子力防

災／折り込みマップ・京都の断層

17号京都の大学どう変わる

座談会：大学改革のウラオモテ／京都・大

学センタ／留学生事情

18号京のお寺さん

座談会：和尚さんが語る夕べ／伝統仏教と

京都との腐れ縁史／仏教ガイド

19号京都発。地域と放送局

座談会：地域に生きる放送局／人権とマス

コミ報道河野義行さんとオウム真理教／

阪神大震災テレビ報道を検証して

4号これも京都“深夜”を探る

夜の神社／深夜の現場レポ ト／深夜のマ

ップ／夜の社交場探訪記／京都の深夜風景

5号老人ケアのゆくえ

－死ぬまで京都でくらしたい一

座談会：在宅看護の体験／老いと性／有料

老人ホームを訪ねてその1

6号検証・バブル現象を京都に見る

－バブルなんてクソくらえ－

座談会：バブル崩壊不動産業者大いに語る

／有料老人ホームを訪ねてその2

7号ズームアップ戦時期の京都

座談会： 「我が青春に悔いあり」学徒勤労

動員の記録／京都にも空襲があった

蘂

8号京の川・最新事情

都市の河川よ、 よみがえれ／京の川・見て

ある記／京都・失われた川

9号京のみち・路・道・通

座談会：京都に「人間のための道」を求め

て／京都の高速道路計画／京の道の不思議

10号京都・シネマパラダイス

ー映画に行こう！

座談会：映画都市‘京都いま潜行期を生き

る/H寺代劇映画のロケ地巡り

11号なんどす？ 建都1200年

・座談会：危機の象徴、建都12㈹年／ウオッ

チング京都12㈹年事業

12号死ぬまで京都でくらしたい

－在宅ケアの現在一

座談会：現場力語る在宅ケア／ホームヘル

パーに関するなんでもQ&A

Vol . 3

1号今、町家が新しい

京町家の心意気／座談会：町家の保存と再

生を考える/COP3に向けて

バックナンバーご希望の方は

直接ぐ京都TOMORROW> /､
お申し込み下さい。

〒602京都市上京区葭屋町通
上長者町上ル（吉原方）

TEL(075)411･1406
FAX(075)451･1461

戸／勺

りり



毒

ﾖ
＝

| ’京都TGMCgRC擁蕊譲シ"ク誌ンバーのご案内

15号京都景観論争の新段階

第三次景観論争の新段階／必要な都市革命

「京都市のまちづくり」についての試案

16号人間にやさしいまちづくり

小学校統廃合の行方／水辺としての鴨川を

17号京都にやさしい現代建築とは

座談会：京都にやさしい現代建築とは

18号ゴミ問題への視点

インタビュー：ゴミ|Ⅲ題への視点

19号消えていいのか京都の近代建築

座談会：近代建築の保存を考える

20号京都の地下は大博物館

遺跡発掘の現場から

21号揺れ動く京都景観問題

歴史的蓄積から出発する｢京のまちづくり」

／仏教会って何／建築家の役割を考える

22号京都の自然・再発見

座談会：京都の自然を考え直そう／大文字

山の生きものたち／自然保護観察会一覧

Vol .1
（第1回京都建築フオーラム賞文化賞受賞）

1号国体リポートI、 l1

2号京都の町並みを考える

祇園祭は貴重な財産／変貌する西陣を語る

3号老人問題を考える

増える|環害者老人に住みよい町を

4号京都を考える

座談会：京都へのわたしの思い

1曲
i 晶轆排l

雛i継粁猟.
￥4駒§梱[,侭粥鼬9. 5

８

判

Ｊ

凶

…

密

Ⅱ

縦

？

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

胸、も？岬到織卵”

蕊
曇院ら壼『呼子芋汀や串義雲

5号鴨川を考える

鴨川の景観／河川を破壊する鴨川ダム建設

6号留学生問題を考える

学問の国際性と留学生問題

7号京都の劇場とホール

座談会：新しい文化の創造を

8号市民運動が目指すもの

情報公開法を作ろう／核と戦争はごめんだ

「市民自治会議」の市長選

9号一条山の悲劇

情報公|淵法を作ろうⅡ

10号新伏見学入門

座談会：伏見はどこへ行く

11号島原大夫花の乱

今島原に何が起きているのか／吉野大夫

12号深泥池をどう守るか

深泥池保護運動の問題点／深泥池の植物

13号第三次京都景観論争

景観破壊か経済破壊か／新京都の都市計画

構想／三百年先を見すえた論争を

14号再び、京都景観論争

保存と開発の接点を求めて

Vol ､2

（第10回NTTタウン誌大賞奨励賞受賞）

1号地域考・京に棲む

まちづくりと地域雑誌／私の住んでいる京

都//座談会：外国のくらし．京都のくらし

灘： ！；

藩 ／、

；蕊＃
難＃ ‘､ ｡….‘

2号京の樹木に会う

京の樹木マップ・街路樹めく、り／木と対話

する／御池のケヤキはどこへいった

3号追跡・京都の町内会

近世京都と町組の自治／京都の町内会明

治から現在／町内会レポート
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■
こ
の
夏
に
イ
タ
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
都
市
に

行
く
機
会
が
あ
っ
た
が
、
町
中
に
大
き
な
店
舗

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
小
さ
な
店
舗
が
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
も
っ
て
セ
ン
ス
良
く
連
な
っ
て
い
た
。

商
売
の
こ
と
は
良
く
分
か
ら
な
い
が
、
物
が
溢

れ
て
い
る
今
、
消
費
者
が
求
め
て
い
る
の
は
ど

こ
に
で
も
あ
る
物
で
は
な
く
そ
の
店
に
し
か
手

に
入
ら
な
い
と
い
う
物
だ
。
少
な
く
と
も
そ
の

よ
う
に
思
わ
せ
る
こ
と
だ
。
イ
タ
リ
ア
に
数
多

く
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
商
品
も
本
来
は
そ
の
よ
う
な

商
砧
だ
・
京
都
に
も
東
山
通
り
に
そ
う
い
う
店

が
あ
っ
て
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
来
る
。

最
近
そ
の
前
を
通
っ
て
み
る
と
、
汚
か
っ
た
店

舗
が
見
違
え
る
よ
う
な
店
惟
え
に
変
わ
っ
て
い

た
。
小
売
店
の
皆
さ
ん
、
も
っ
と
自
信
を
も
っ

て
ご
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
を
消
費
者
に
売
り
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
（
折
田
）

■
大
切
に
し
て
い
る
時
間
を
注
い
で
係
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
な
く

て
、
心
が
痛
む
毎
日
で
あ
る
・
京
都
の
今
を
あ

り
の
ま
ま
に
記
し
て
そ
こ
か
ら
問
題
点
を
見
つ

め
、
明
日
の
京
都
に
つ
な
ぐ
役
荊
を
果
た
せ
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
（
吉
原
）

■
一
年
の
中
で
、
私
が
も
っ
と
も
季
節
の
移
る

い
を
感
じ
る
の
が
夏
の
九
句
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
祇
園
嗽
の
旋
律
に
梅
雨
の
終
わ
り
を
感
じ
、

五
山
送
り
火
に
こ
の
年
の
夕
暮
れ
を
想
う
の
で

編
集
後
記

あ
る
・
親
の
代
か
ら
無
意
識
に
育
ま
れ
て
き
た

京
都
の
季
節
感
で
あ
る
。
（
藤
波
）

■
「
京
都
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
」
編
集
貝
選
抜
試

験
は
難
問
ぞ
ろ
い
・
通
り
の
順
番
の
問
題
、
町

名
を
見
て
通
り
名
を
答
え
る
も
の
、
さ
ら
に
「
烏

丸
六
角
か
ら
河
原
町
松
原
へ
至
る
最
短
経
路

の
数
は
」
…
と
は
冗
談
。
今
回
よ
り
編
集
に
参

加
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
横
山
）

■
今
回
、
一
部
の
原
稿
を
電
子
メ
ー
ル
で
や
り
と

り
。
世
の
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
の
波
は
、
こ
ん
な
小

さ
な
出
版
社
に
ま
で
：
・
・
こ
の
波
、
編
集
部
の
皆

さ
ん
も
浴
び
て
み
ま
せ
ん
？
（
ア
ヅ
マ
）

■
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い
る
せ
い
か
、
生

活
圏
に
商
店
街
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
方
だ
け
が

選
択
肢
に
な
る
パ
ッ
ク
さ
れ
た
食
材
を
か
ご
に

ほ
り
こ
ん
で
、
レ
ジ
を
通
っ
て
買
い
物
は
お
し

ま
い
。
ス
ー
パ
ー
、
百
貨
店
な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
さ
れ
た
買
い
物
ス
タ
イ
ル
に
な
れ
た
身
に
は
、

気
心
の
知
れ
た
馴
染
み
の
店
を
も
つ
生
活
は
今

や
と
て
も
贄
沢
に
思
え
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

こ
れ
か
ら
は
車
の
行
き
先
を
少
し
変
え
て
、
町

中
の
商
店
街
を
め
ざ
し
て
み
ま
す
。
（
や
す
み
）

‐

次
号
の
お
知
ら
せ

ど
う
な
っ
て
る
？

京
都
の
政
界
（
仮
）

ぐ
○
扇
ｚ
ｏ
函
冬
号

義･蕊鐸oAI且型型世 ヱュ仁塑皇9塁
Ivt"IFTf

一一

.童公癖雲“
） ）

カードで広がる暮らしの便利。 詳しいお問い合わせお申し込みは

頚貯釜の出し入れやｷｬｯｼｭｻビｽが受けられます｡s(O75)221-4001
オールカードプラザでは、各種カードによる

総合団1-,コツ1-ヵ－1ニセョg-必要芯時、必要なだけすぐお手元に…。

フI豈ll｣カーIニゴラザいろいろ選べて、いろいろ使える、

あらゆるカードが勢揃い。

どうぞお気軽にご利用下さい。 京都市中京区寺町通四条上ル9:00am～8:00pm年中無休
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